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　Pd　7・流星の纒路
　以上，第5節，第6節，によって，流星の出現勲，
とも出現黙の高さに回しては，
解らない．
?
?
?
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　　　　　　　　　消滅蟷を決定した．もつ
此れを決定し獲表すべき材料がないので全く
　ま鶏今期りに流星は前記◎印の上室に出現し⑭印の一ヒ室（第1型圖参照）3Km
の虞にて消滅したと假沖する．此の途：中に於いて，安塚，二本木，須川等々
の，略ミ，天頂を通過して居る．下野に於いて，第5節に與へた問題，帥ち，
何故・流星の出狸占が，此等の諸地黒占に於V・て，島国に観浪りされす，反って
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北東に観測されたかと云ふ事1こついて，私は吹の如く考へた
　　、。　　　　　　　　流星が出現した當時は，共の光度弱く，人々を驚舷β讐繋鵬蒐ll鷲
　it　　　　　　　　が噌大したものと考へる，大流星の出現時に於いて
は，斯ぐの如き現象は珍しぐない．故に人々は此の時1こ初めて氣が付いて室
を仰いだのであると思ふ・人々が流星の光に驚き・室を仰いだ頃には，流星は，、
既に，共出現鮎を遽く離れ，二本木村附近の天頂，或ひは，それより北東方
向に在ったものと考へるのである・流星の光度が途中（二本木村附近の天頂に
て）俄かに増大と．たと考へたのは，私の猫断的な，一つの大謄な二二である．
　流星の回路を，爾，明らかに述べるため，＠印及び⑭印の維緯度，及び其
附近の地名を書き記す．（…）印，即ち，出現黒占は，大膿，東経138017北緯360
56ノ帥ち新潟縣中頸城郡大鹿村附近の上室であり，⑭印，即ち，滅黒占清は，
東経ユ38。42ノ北緯37。14！悠Pち．同縣刈羽郡と中魚沼郡の境に互立し，小國／寸
の附近の上室約3Kmの黒占である．（念のため，書き添へるが，前にも云った通
り，此等σ）結果は，非常に接近した村々の材料を用ひた關係上，可なりの不
確實性が有るにより，例へば大鹿村の上察と云っても，丁度，大鹿村の上室
を意味するのではなく，同村の附近の上室と云ふ風に，大鰐の見當を示すも
のと考へられ度い．小國村についても同様である）
　爾幸ひにも，全麹測者中唯「人（須川の人，田舎には珍しく專門三校卒業。
他の私の材料は，殆んどすべて小學校，或は，高等小三校卒業程度σ）人の槻
測であるのの人よりの報告によれば，此流星を，最初，見たのは須川より南
南酉の方向であったと云ふ．此れは，私の結果を裏書する可なり有力なもの
であると思ふ・
　最後に，此の三三は，長岡市の報告（出現黒ll，消滅黙とも長岡の東方）に一
致しないことを一言して置く．
　2d　8・光度，色，尾，痕，等，
　光度……私の調査及び総べての報告を綜合すると，共の光度は瀬月より大
きかった事は確かである．道端の草木が何であったかを判断することが出塁，
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遠方の山々の木を一本一本，明らかに識別出來たと云ふ人もある．「夕方，或
は朝方の薄明の明るさ位であった，』と云ふ人もある．大榿，二者諸氏にも，
回れで想像が出來やう．
　色……総じて青白色と見た人が大部分．橋色もあったと云ふ人が一．一人二人
ある．色の攣化の観測はなV・．
　尾…・・約10Q位の尾を見た人が可なりある．詳しV・ことは解らなv・．
　痕……痕の有無は全く解らない・流星観測経験家以外に痕のことを聞くの
は甚だ困難である．
　速さ，Duration…・・一速さに回しては総じてL速し「と槻賦した人多く，
Durationは，数秒以内であったらしい．
　曇9．流星纒路の再吟味．
　上記の如く結果をまとめて後，巖近，私は，偶然，長野縣埴科郡東條村の
中澤登氏の槻弓を手にした．共れによると同地方では，此流星は，初めセブ
エウス座のδ，ε三星の中聞附近に現れ，カシオペヤ星座を通って，ペルセ
ウス座に入りて濾滅したと云ふ．而して，初め赤色，後，青白色になり，弓
庭にて俄かに光が上曾大し，後，光度急減し赤色となって消えたらしい．（天文
月報，1933年10月號）星座を知れる人の観測は，此の様な際には，特別に確
實性が重く，馳の一般の人々の二二に比較して数段の償値があるものである．
故に，私は直ちに此槻測について，流星の経路の調査に取りか1つた．共結
果は長野縣埴科郡より見て，北北東の方向に流星が現はれたことになり，共
方向は中頸城郡大鹿村附近の方向を指示し，大艦，私の結果と一致して居る
のを見た．叉，流星は，ペルセウス座に入って濡えた故に，其れは出現鮎よ
りやyut方へ流れた事になり，此れも，上記の私の結果と全く一致して居る．
叉，先きに私は，流星は途中にて，其光度が急激に噌大したと考へたが，上
記，中澤氏の槻弓は，はからずも，其由を報じて居るのである．此の巾澤氏
の槻測は土記の，私の，大謄無敵な判断を完全に確めて回れたものである．
此の申澤氏の観測がなければ上記，私の結果は，全く私一個人の勝手な議論
であると云って笑ふ人があったかも知れない．
　此虞に於いて，前記，私の結果と合はない長岡，天水島の観測は何かの誤
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認であるとも思ふ．
　因に，中澤氏の観測より流星の出現黙をセフエウス座δ・ε星の書髭とし計
算を行へば，共高度は地李線上約600となり随って流星は地上約100km弱の黙
にて磯了した事になる・
　』尚，此の流星に關して三島縣地方，佐渡ケ島附近の正確なる槻測結巣の御
報告を熱望する次第である．
　？　10．結　　論
　流星出現時聞一・1933年7刀21日午後10時30分より11時迄の開（日本中央標
準時）
　流星の経路……新潟縣中頸城郡大鹿村附近の上室約100km弱の黙より息肉
し同縣東頸城郡菱里村の上室を通過し，同縣刈羽郡と巾魚沼郡の境，小國村
附近の上室約3kmの顯にて清拭したもの～如し．
　速度……詳細不明なるも，非常に速く，其Durati〔mは数秒以内であった．
　光度……1臨月よりも大。
　色…・・…青白色，色の油化に關しては不詳．
　尾………10。点りの尾を引いたらしい．
　痕…・…・不詳
　終夢に臨み，私の調査中，種々の便宜を與へられ，或は其後，報告を寄せ
られた，新潟，高田，爾測候所長，安塚農學校，瞥坂，須川，松里，松代，各小學校
長，十日町小論校，長岡市役所の方々に厚く禮御を申一．とげる次第である．（完）
　　　　　本部一花山天文毫一大阪毎日新聞
　　　　　　　　　　流星観測の聯合大計書
　去十月申旬，本會と花山天文豪と大阪毎日新聞杜と三つが聯合して
本年度の獅子座流星を糊汗する未曾有の大計書が磯表された．　（大毎
及び花山急報等を見られよ！）全國，否，至東洋を幕げての大事業で
ある．本會員も多撒参加せられんことを望む．研究本部は花Lll天文豪，
事務本部は大阪市堂島の大阪侮日新聞祉．
